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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第51期

第２四半期累計期間
第52期

第２四半期累計期間
第51期

会計期間
自2022年４月１日
至2022年９月30日

自2023年４月１日
至2023年９月30日

自2022年４月１日
至2023年３月31日

売上高 （千円） 2,930,643 3,499,921 6,476,419

経常利益 （千円） 241,641 355,428 668,338

四半期（当期）純利益 （千円） 163,977 248,128 477,043

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 420,254 421,469 421,469

発行済株式総数 （株） 4,415,000 4,424,000 4,424,000

純資産額 （千円） 1,761,637 2,278,022 2,080,920

総資産額 （千円） 4,810,838 5,283,796 5,180,594

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 37.14 56.15 107.99

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） 36.98 56.09 107.65

１株当たり配当額 （円） － － 15.00

自己資本比率 （％） 36.6 43.1 40.2

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △238,465 100,670 60,295

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △215,271 △268,086 △230,267

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 649,472 △77,703 170,916

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 724,524 284,579 529,698

 

回次
第51期

第２四半期会計期間
第52期

第２四半期会計期間

会計期間
自2022年７月１日
至2022年９月30日

自2023年７月１日
至2023年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 29.50 29.23

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

 

 

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関連会

社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した事業

等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績等の状況の概要

　当社の財政状態、経営成績（以下「経営成績等」という。）の状況の概要は次のとおりであります。

 

①　財政状態の状況

（資産）

　当第２四半期会計期間末における資産合計は、5,283,796千円となり、前事業年度末に比べ、103,201千円増加

いたしました。これは主に、建物が148,695千円、電子記録債権が97,982千円、原材料及び貯蔵品が68,962千

円、流動資産のその他が62,065千円、製品が58,416千円増加した一方、現金及び預金が245,118千円、受取手

形、売掛金及び契約資産が67,540千円減少した影響によるものであります。

（負債）

　当第２四半期会計期間末における負債合計は、3,005,774千円となり、前事業年度末に比べ、93,899千円減少

いたしました。これは主に、短期借入金が100,000千円増加した一方、流動負債のその他が144,439千円、長期借

入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）が78,314千円減少した影響によるものであります。

（純資産）

　当第２四半期会計期間末における純資産合計は、2,278,022千円となり、前事業年度末に比べ、197,101千円増

加いたしました。これは主に、利益剰余金が176,639千円増加したことによるものであります。

　これらの結果、自己資本比率は43.1％（前事業年度は40.2％）となりました。

 

②　経営成績の状況

　10月に公表された日銀短観（９月調査）では日本経済の堅調さが示されたが、米中の景気減速など不安材料は

多く、先行きは楽観視できない状況であるとの見方があります。その背景としてあるのは、①輸出先の欧米で、

これまで進めてきた利上げ影響の懸念、②中国経済では、不動産部門の不況が更に悪化する可能性が否定できな

いことがあるようです。

　国内においては、新型コロナウイルス禍からの経済活動の正常化が進み、円安がもたらす輸出の採算改善、イ

ンバウンドの回復も景況感を押し上げる要因となっています。しかし、円安は足元で企業業績の押し上げに先行

して効いていますが、先行きは輸入物価の上昇を通じたコスト高として意識されており、日本経済の重荷になり

かねない反面もあります。製造業では、車載半導体などの部品不足が和らいだ自動車が生産回復を続けており、

幅広い業種の景況感を下支えしました。コストが増えた分を販売価格に転嫁できた大企業は採算が改善している

が、一方で価格交渉力が相対的に弱い中小企業は転嫁が遅れて収益を圧迫している現状が見て取れます。また、

人手不足も深刻な問題であり、賃上げへの前向きな対応の可否によって競争力格差に拍車が掛かっています。

これらの要因にロシア・ウクライナ問題の長期化も加わって、企業の設備投資意欲の減退や計画の先送りにつな

がる要因は多く、設備投資が計画よりも下振れするリスクがある点には、引き続き注意を要すると考えられま

す。

　このような環境の中、電子システム事業においては、主要顧客の半導体後工程商材への設備投資、車載機器向

け専用計測器で受注が継続して増加しました。また、稼働開始した第二工場においてセキュリティルームの整備

が完了し、顧客の来訪確認、受託試験所認定の取得作業を開始しました。

　マイクロエレクトロニクス事業においては、アナログLSI設計受託売上の安定化に向けて、回復の遅れている

スマートフォン向けセンサー半導体に対する要素開発設計に注力するとともに、自動車分野等の電源、組み込み

メモリ設計をターゲットにした新規顧客開拓を続けています。デジタルLSI設計受託については、DSC向け画像処

理分野の設計受託のピークアウトを見据え、自動車分野向けデジタル設計の新規顧客開拓に注力しています。一

方、業界における旺盛な半導体需要のために設計人材の確保が難しい状況は続いています。

　製品開発事業においては、銀行向け金銭機器用カメラの開発が完了し、初回量産品を出荷しました。医療・介

護向けカメラシステムの開発は試作機が完成し、今後市場評価を進めてまいります。堅調なインフラ機器、産業

機器に加え、部材入手状況が改善した医療機器向け製品の出荷再開など、生産も順調に推移し売上に貢献しまし

た。

　これらの結果、当第２四半期累計期間の経営成績は、売上高3,499,921千円（前年同四半期比19.4%増）とな

り、営業利益は348,944千円（前年同四半期比47.7%増）、経常利益は355,428千円（前年同四半期比47.1%増）、

四半期純利益は248,128千円（前年同四半期比51.3%増）となりました。

 

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。
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ａ．電子システム事業

　電子システム事業においては、一部車載半導体の生産増加対応を目的としたバーンイン関連の設備投資及

び、新製品用カスタムバーンイン装置の受注が増加しました。新型コロナウイルス感染症の影響で悪化して

いた部材調達状況の改善がみられ、車載機器向け専用計測器では納期調整の改善につながり、前年同四半期

を上回りました。当社調達における一部部材入手難は残る一方、新規顧客開拓や長期視点での取組み商材の

具体化、外注先開拓による製造キャパアップに取組みました。

　これらの結果、電子システム事業は、売上高は1,723,135千円（前年同四半期比34.7%増）、セグメント営

業利益は247,943千円（前年同四半期比120.7%増）となりました。

 

ｂ．マイクロエレクトロニクス事業

　マイクロエレクトロニクス事業においては、旺盛な半導体需要に支えられ半導体の設計需要が堅調に推移

しました。アナログLSIにおいては、自動車向けのパワー半導体や高速インターフェースを主体としたアナ

ログ設計受託が順調でした。また、デジタルLSIにおいては、ピークアウトを想定していたDSC向け画像処理

関連のデジタル設計受託が継続となりました。さらに、自動車向けのデジタル設計受託は堅調に増加しまし

た。IPについては、当初計画されていたライセンス計画に遅延が発生しました。

　これらの結果、マイクロエレクトロニクス事業は、売上高は1,045,772千円（前年同四半期比0.9%増）、

セグメント営業利益は122,139千円（前年同四半期比18.4%減）となりました。

 

ｃ．製品開発事業

　製品開発事業においては、海外ATM向けカメラ製品の継続受注、新規国内向けATMの量産開始など、インフ

ラ向けカメラ製品が順調に推移しました。また、医療検体機向け製品の復調などにより販売は順調に推移し

ました。

　これらの結果、製品開発事業は、売上高は731,013千円（前年同四半期比18.9%増）、セグメント営業損失

は21,138千円（前年同四半期はセグメント営業損失25,875千円）となりました。

 

（２）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、284,579千円となり、前事

業年度末に比べて245,118千円減少いたしました。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、獲得した資金は100,670千円（前年同四半期に使用した資金は238,465千円）となりまし

た。これは主に、税引前四半期純利益355,428千円、棚卸資産の増加額118,429千円及び法人税等の支払額

80,074千円等によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は268,086千円（前年同四半期に使用した資金は215,271千円）となりまし

た。これは主に、有形固定資産の取得による支出134,192千円、無形固定資産の取得による支出128,459千円等

によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、使用した資金は77,703千円（前年同四半期に獲得した資金は649,472千円）となりまし

た。これは主に、短期借入金による純増加額100,000千円、長期借入金の返済による支出78,314千円、配当金

の支払額65,913千円、自己株式の取得による支出33,227千円等によるものであります。

 

（３）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

（４）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。

 

（５）研究開発活動

　当第２四半期累計期間における、当社の研究開発活動の金額は130,388千円であります。

　なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2023年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2023年11月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,424,000 4,424,000
東京証券取引所

スタンダード市場

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない、当社に

おける標準となる株

式であり、単元株式

数は100株でありま

す。

計 4,424,000 4,424,000 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、2023年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

 
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2023年７月１日～

2023年９月30日
－ 4,424,000 － 421,469 － 352,397
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（５）【大株主の状況】

  2023年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合

（％）

塚田　隆 富山県富山市 398,000 9.00

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区浜松町二丁目11番３号 208,000 4.70

名古屋中小企業投資育成株式会社
愛知県名古屋市中村区名駅南一丁目16番

30号
205,000 4.63

シキノハイテック従業員持株会 富山県魚津市吉島829番地 190,300 4.30

岸　和彦 富山県滑川市 142,920 3.23

宮本　和子 富山県高岡市 140,000 3.16

ほくほくキャピタル株式会社 富山県富山市中央通り一丁目６番８号 126,200 2.85

広田　文男 富山県魚津市 111,000 2.51

宮本　幸男 富山県高岡市 110,000 2.49

宮本　貴子 富山県高岡市 110,000 2.49

計 － 1,741,420 39.36

 

EDINET提出書類

株式会社シキノハイテック(E36368)

四半期報告書

 7/20



（６）【議決権の状況】

 

①【発行済株式】

    2023年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,420,600 44,206

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であり、単元株式

数は100株であります。

単元未満株式 普通株式 3,300 － －

発行済株式総数  4,424,000 － －

総株主の議決権  － 44,206 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式38株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2023年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

株式会社シキノハイテック
富山県魚津市吉島

829番地
100 － 100 0.00

計 － 100 － 100 0.00

（注）上記のほか、単元未満株式が38株あります。なお、当該株式数は上記①「発行済株式」の「単元未満株式」の欄に

含まれております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。

 

 

EDINET提出書類

株式会社シキノハイテック(E36368)

四半期報告書

 8/20



第４【経理の状況】
１．四半期財務諸表の作成方法について

 当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（2023年７月１日から2023年９

月30日まで）及び第２四半期累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について、

仰星監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

 当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2023年３月31日)
当第２四半期会計期間
(2023年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 529,698 284,579

受取手形、売掛金及び契約資産 1,636,497 1,568,957

電子記録債権 168,071 ※１ 266,053

製品 202,830 261,246

仕掛品 172,120 163,171

原材料及び貯蔵品 797,988 866,951

その他 114,719 176,784

流動資産合計 3,621,926 3,587,745

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 392,968 541,663

土地 306,279 306,279

その他（純額） 213,662 152,662

有形固定資産合計 912,910 1,000,606

無形固定資産 205,812 203,897

投資その他の資産   

繰延税金資産 351,383 357,085

その他 86,948 133,729

投資その他の資産合計 438,332 490,815

固定資産合計 1,557,055 1,695,318

繰延資産 1,612 733

資産合計 5,180,594 5,283,796

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 693,564 637,662

短期借入金 ※２ 150,000 ※２ 250,000

１年内返済予定の長期借入金 159,960 153,355

未払法人税等 97,739 134,684

賞与引当金 224,403 233,862

受注損失引当金 14,741 22,571

その他 554,246 409,806

流動負債合計 1,894,654 1,841,941

固定負債   

長期借入金 293,462 221,753

退職給付引当金 830,076 860,599

その他 81,480 81,480

固定負債合計 1,205,018 1,163,832

負債合計 3,099,673 3,005,774

純資産の部   

株主資本   

資本金 421,469 421,469

資本剰余金 352,397 352,397

利益剰余金 1,302,800 1,479,440

自己株式 △178 △456

株主資本合計 2,076,489 2,252,851

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 4,431 25,170

評価・換算差額等合計 4,431 25,170

純資産合計 2,080,920 2,278,022

負債純資産合計 5,180,594 5,283,796
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

売上高 2,930,643 3,499,921

売上原価 2,160,453 2,565,050

売上総利益 770,190 934,870

販売費及び一般管理費 ※ 534,004 ※ 585,926

営業利益 236,185 348,944

営業外収益   

受取利息 3 1

受取配当金 1,650 1,216

仕入割引 293 120

為替差益 4,255 3,607

その他 2,774 4,664

営業外収益合計 8,977 9,610

営業外費用   

支払利息 2,541 1,702

株式交付費償却 879 879

その他 100 543

営業外費用合計 3,521 3,126

経常利益 241,641 355,428

特別利益   

投資有価証券売却益 87 －

特別利益合計 87 －

特別損失   

固定資産除却損 2,371 0

特別損失合計 2,371 0

税引前四半期純利益 239,356 355,428

法人税、住民税及び事業税 69,710 116,878

法人税等調整額 5,667 △9,578

法人税等合計 75,378 107,299

四半期純利益 163,977 248,128
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 239,356 355,428

減価償却費 49,455 46,531

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,743 9,459

受注損失引当金の増減額（△は減少） 448 7,829

退職給付引当金の増減額（△は減少） 16,728 30,522

受取利息及び受取配当金 △1,653 △1,217

支払利息 2,541 1,702

株式交付費償却 879 879

為替差損益（△は益） △147 △0

有形固定資産除却損 2,371 0

投資有価証券売却損益（△は益） △87 －

売上債権の増減額（△は増加） △23,724 △30,442

棚卸資産の増減額（△は増加） △349,783 △118,429

仕入債務の増減額（△は減少） 38,345 △55,901

その他 △152,056 △65,129

小計 △170,582 181,232

利息及び配当金の受取額 1,653 1,217

利息の支払額 △2,201 △1,705

法人税等の支払額 △67,335 △80,074

営業活動によるキャッシュ・フロー △238,465 100,670

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △91,681 △134,192

無形固定資産の取得による支出 △61,651 △128,459

投資有価証券の取得による支出 △65,445 －

投資有価証券の売却による収入 100 －

資産除去債務の履行による支出 △6,732 －

敷金及び保証金の差入による支出 △532 △5,433

敷金及び保証金の回収による収入 10,670 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △215,271 △268,086

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 450,000 100,000

長期借入れによる収入 300,000 －

長期借入金の返済による支出 △54,985 △78,314

リース債務の返済による支出 △1,757 △248

自己株式の取得による支出 △49 △33,227

配当金の支払額 △43,735 △65,913

財務活動によるキャッシュ・フロー 649,472 △77,703

現金及び現金同等物に係る換算差額 147 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 195,882 △245,118

現金及び現金同等物の期首残高 528,642 529,698

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 724,524 ※ 284,579
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

※１ 四半期会計期間末日満期手形等

　四半期会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形等が四半期会

計期間末日残高に含まれております。

 
前事業年度

（2023年３月31日）
当第２四半期会計期間
（2023年９月30日）

電子記録債権 － 12,037千円

 

※２ 当社は運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行と当座貸越契約を締結しております。

　この契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前事業年度

（2023年３月31日）
当第２四半期会計期間
（2023年９月30日）

当座貸越極度額 1,100,000千円 1,100,000千円

借入実行残高 150,000千円 250,000千円

差引未実行残高 950,000千円 850,000千円

 

（四半期損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

役員報酬 58,242千円 56,106千円

給料及び手当 143,304千円 155,148千円

賞与引当金繰入額 40,044千円 47,356千円

退職給付費用 9,464千円 10,194千円

減価償却費 5,103千円 3,674千円

研究開発費 127,315千円 130,388千円

 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおり

であります。

 
前第２四半期累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

現金及び預金 724,524千円 284,579千円

現金及び現金同等物 724,524千円 284,579千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自2022年４月１日　至2022年９月30日）
１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり

配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月24日

定時株主総会
普通株式 44,149 10 2022年３月31日 2022年６月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日の後

となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 
Ⅱ　当第２四半期累計期間（自2023年４月１日　至2023年９月30日）
１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり

配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月28日

定時株主総会
普通株式 66,358 15 2023年３月31日 2023年６月29日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日の後

となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     (単位：千円)

 報告セグメント

調整額
四半期損益
計算書
計上額 

電子システム
事業

マイクロ
エレクトロ
ニクス事業

製品開発
事業

合計

主要な財又はサービスの

ライン
    

自社製品 143,368 107,477 575,264 826,110 － 826,110

受託開発 1,106,351 928,877 39,653 2,074,882 － 2,074,882

その他 2,999 － 120 3,119 － 3,119

顧客との契約から生じる

収益
1,252,719 1,036,354 615,038 2,904,113 － 2,904,113

収益認識の時期       

一時点で移転される財

（注）１
1,061,939 1,024,354 585,407 2,671,702 － 2,671,702

一定の期間にわたり移転

されるサービス
190,780 12,000 29,630 232,410 － 232,410

顧客との契約から生じる

収益
1,252,719 1,036,354 615,038 2,904,113 － 2,904,113

その他の収益（注）２ 26,530 － － 26,530 － 26,530

売上高       

外部顧客への売上高 1,279,249 1,036,354 615,038 2,930,643 － 2,930,643

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － －

計 1,279,249 1,036,354 615,038 2,930,643 － 2,930,643

セグメント利益又は損失

(△) （注）３
112,343 149,717 △25,875 236,185 － 236,185

（注）１．収益認識に関する会計基準の適用指針第95項に定める代替的な取扱いを適用することにより、完全に履行義務

を充足した時点で収益を認識している契約については、一時点で移転される財に含めております。

（注）２．その他の収益には、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号　2007年３月30日）に基づく賃貸

収入が含まれております。

（注）３．セグメント利益又は損失(△)の合計額は四半期損益計算書の営業利益と一致しております。
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Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     (単位：千円)

 報告セグメント

調整額
四半期損益
計算書
計上額 

電子システム
事業

マイクロ
エレクトロ
ニクス事業

製品開発
事業

合計

主要な財又はサービスの

ライン
    

自社製品 365,301 101,795 702,261 1,169,357 － 1,169,357

受託開発 1,313,962 943,976 28,752 2,286,691 － 2,286,691

その他 9,431 － － 9,431 － 9,431

顧客との契約から生じる

収益
1,688,695 1,045,772 731,013 3,465,481 － 3,465,481

収益認識の時期       

一時点で移転される財

（注）１
1,269,410 1,031,992 730,564 3,031,967 － 3,031,967

一定の期間にわたり移転

されるサービス
419,284 13,780 449 433,513 － 433,513

顧客との契約から生じる

収益
1,688,695 1,045,772 731,013 3,465,481 － 3,465,481

その他の収益（注）２ 34,440 － － 34,440 － 34,440

売上高       

外部顧客への売上高 1,723,135 1,045,772 731,013 3,499,921 － 3,499,921

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － －

計 1,723,135 1,045,772 731,013 3,499,921 － 3,499,921

セグメント利益又は損失

(△) （注）３
247,943 122,139 △21,138 348,944 － 348,944

（注）１．収益認識に関する会計基準の適用指針第95項に定める代替的な取扱いを適用することにより、完全に履行義務

を充足した時点で収益を認識している契約については、一時点で移転される財に含めております。

（注）２．その他の収益には、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号　2007年３月30日）に基づく賃貸

収入が含まれております。

（注）３．セグメント利益又は損失(△)の合計額は四半期損益計算書の営業利益と一致しております。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益 37.14円 56.15円

（算定上の基礎）   

四半期純利益（千円） 163,977 248,128

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 163,977 248,128

普通株式の期中平均株式数（株） 4,414,965 4,418,980

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 36.98円 56.09円

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 19,085 4,570

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前事業年度末から重要な変動があったものの概

要

－ －

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

2023年11月10日

株式会社シキノハイテック

取締役会　御中
 

仰星監査法人

東京事務所

 

 
指 定 社 員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 向 山　典 佐

 

 
指 定 社 員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 中 山　孝 一

監査人の結論
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

株式会社シキノハイテックの2023年４月１日から2024年３月31日までの第52期事業年度の第２四半期会
計期間（2023年７月１日から2023年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（2023年４月１日から2023
年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期
キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社シキノハイテックの2023年９月30
日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フロー
の状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期
レビューを行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レ
ビューにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規
定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当
監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して
四半期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成する
ことが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作
成基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任があ
る。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視
することにある。

 
四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立
の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レ
ビューの過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他

の四半期レビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要
な不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我
が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されて
いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な
不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚
起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財
務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半
期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企
業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸
表の作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事
項を含めた四半期財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事
象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。
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監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レ
ビュー上の重要な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を
遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去
するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガード
を適用している場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以　上

 

 
 
（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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